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	C	 気象による災害

	 台風や低気圧による災害
台
たい

風
ふう

は勢力の強い熱帯低気圧で，日本列島にもたびた
び接近したり上陸したりして，各地に被害をもたらす。
なかでも，1959年9月に東海地方を縦断した伊

い

勢
せ

湾
わん

台
たい

風
ふう

は，死者・行
ゆ く え

方不
ふ

明
めい

者
しゃ

5000人以上，全
ぜん

半
はん

壊
かい

・流失家屋
15万戸以上という大災害をもたらした。台風の猛烈な
暴風や大雨もさることながら，伊勢湾の奥に向かって吹

ふ

き込
こ

む暴風で海水が吹き寄せられる高
たか

潮
しお

が発生した。高
潮によって湾の奥に広がる低地は広い範

はん

囲
い

が水
すい

没
ぼつ

し，排
はい

水
すい

に数か月を要するほどであった。
この災害を機に，日本の災害対策は大

おお

幅
はば

に見直された。
全国の防

ぼう

潮
ちょう

堤
てい

と河
か

川
せん

堤
てい

防
ぼう

は伊勢湾台風並みの災害に耐
た

え
られるよう改良され，洪

こう

水
ずい

を防ぐダムが各地に建設され
た。また，1964年に富士山山頂に気

き

象
しょう

レーダーが設置
され，雨雲の動きが常時監視できるようになった（1999
年運用終了）。こうして気象災害への備えが充実してき
たことで，国内での台風被害は大幅に減少してきている。
ただし，現在でも台風による洪水や土

ど

砂
しゃ

災
さい

害
がい

で，数十人
規模の死者・行方不明者が発生することがあり，今後も
台風は，気象災害の中心的存在であり続けるだろう。

	 集中豪雨による被害
台風ではないが，温帯低気圧も，急激に発達して大雨
や洪水をもたらすことがある。一方，梅

ばい

雨
う

前
ぜん

線
せん

のように
前線が停

てい

滞
たい

すると，何日も雨が降り続き，積算降水量が
非常に多くなって，やはり洪水の危険性が増す。梅

つ ゆ

雨の
末期には，しばしば集

しゅう

中
ちゅう

豪
ごう

雨
う

といって，発達した雨雲が
同じ場所を次々と通過することがあり，ここでは大量の
雨が降り続くことになる。さらには夏の夕立など，大気
の状態が不安定なときに，狭

せま

い範囲に激しい雨が短時間
に降ることがある。これは，雨雲が急激に発達するため
天気の予測が難しい。

6

大雨や洪水による被害を
減少させるために，どの
ような対策が行われてい
るのだろうか。

は　ろう
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▲図18　低気圧による高潮

▲図19　2011年台風12号による洪水
（和歌山県那

な

智
ち

勝
かつ

浦
うら

町）

▲図20　広島県を襲
おそ

った豪雨の雨量レーダー
（2014年8月20日）　赤い部分ほど，雨が激しい。
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豪
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雨
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といって，発達した雨雲が
同じ場所を次々と通過することがあり，ここでは大量の
雨が降り続くことになる。2018年7月には，西日本を中
心に広い範囲で記録的な豪雨となり，洪水や土砂災害な
どの甚

じん

大
だい

な被害をもたらした。
低気圧や前線より小規模な現象として，夏の夕立など

がある。大気の状態が不安定なとき，雨雲が急速に発達
して狭

せま

い範囲に激しい雨を降らせるため，予測が難しい。

6
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▲図18　低気圧による高潮

▲図19　2018年台風21号による高潮で浸水し
た関西国際空港
台風による高潮で，一時は海面が3m以上も上昇し，滑
走路や建物が広く水没した。

▲図20　平成30年7月豪雨時の雨量レーダー
（2018年7月6日）　赤い部分ほど，雨が激しい。
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